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小胞体ストレス応答に関連した apoptosis では transcriptional factor 





【方法】生後 7週から 11週の野生型マウス C57BL6(WT)と CHOPノックアウ






を含む細胞死の評価として TUNEL染色及び cleaved-caspase 3 proteinを評価








アウトマウスにおいて肝障害は有意に軽減されており、ALT/ASTの低下(WT ALT: 8437.5 
± 699.3 IU/L, AST: 3787.5 ± 312.6 IU/L vs. CHOP KO ALT: 5083.8 ± 830.2 IU/L, AST: 2543.4 ± 
259.5 IU/L; P < 0.05)、H&E染色におけるsuzuki scoreの改善(WT 8.4 vs. CHOP KO 5.5; P 
< 0.05)、好中球浸潤の減少(MPO陽性細胞 WT 19.4±1.5個/HPF vs. CHOP KO 15.5±
0.5個/HPF; P < 0.05)を認めた。TUNEL染色でもCHOPノックアウトマウスにおいて
apoptosis, necrosisを示す肝細胞は減少していた(TUNEL陽性細胞 WT: 47.2±6.4個/HPF 
























   
したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 9月 20日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
